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フィンランド発のスポーツ「モルック」は、ルールが簡単で誰でも手軽に楽しめることからじわじわと愛好者が増えています。
今回は、NWと一緒に楽しめるスポーツとして「モルック」を取り上げました。
コロナ禍で屋内での活動が制限されている中、春に向け、老若男女誰でもできるモルックに挑戦してみませんか。
なお、モルックの沿革やルールなどについては (―社)日本モルック協会のご協力をいただきました。
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国際交流員と楽しむ NW&モルック定例会

第 1回モルック大会 in出雲市多伎町

フインランド人をはじめ外国籍の
参加者も一緒に

子どもから大人まで幅広い年齢層で
盛り上がりました
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ウオーキング後のモルックタイムで交流を深あでい了す初心者でもすぐに楽しある

参力口者の多くは初心者でしたが…

すぐに上達して白熱した戦いとなりました !
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用意するもの

。モルック

・スキットル

・モルッカーリ
0点数を記録する用紙

・メジャー
スキットルを置く位置を
計測するため

②基本ルールは 7 21人以上で個人戦●または団体戦で対戦tll総得点が|こ‐ ,'‐‐

モルックを投げる地点から 3。5m離れたところにスキッ
を左図の順番に並べ、投げるI買番を決めます。

トル モルックを下から投げてスキットルを倒します

(基本の投げ方 )

③ゲームの進め方は 7

スキットルは、倒れた地点で立て直し、

順番にゲームを続け、徐々にスキットル

は遠くへ離れていきます。

①どんな道具を使う?

④得点の数え方は ?

1本倒れた場合、倒れたスキットル

に書かれた数字が得点となります。

(この場合の得点は 12点加算 )

複数本倒れた場合、倒れた本数が得点

となります。

(この場合の得点は 3点加算 )

スキットルが重なつて完全に倒れて

いない場合はカウントしません。

(この場合は 4点加算 )

※(一社 )日本モルック協会

子どもから成人、シルバー世代、ハンディキャップを持つた方へのモルックの普及活動、練習会・大会・イベントなど

の企画・運営、日本代表選手の世界大会参加、モルックイベントにおける講師の派遣などを行つています。


